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平成２３年度学校基本調査速報公表
専修学校の学生・生徒数は６１万５千人

　文部科学省より平成２３年５月１日現在の学校基本調査速

報が公表された。

　３月１１日に発生した東日本大震災の影響を受けて、初

人、工業７８,５２８人、衛生７５,８６１人、商業実務６３,５５８人、教

育・社会福祉３９,４５５人、服飾・家政１９,３８５人、農業４,７８１人。

　修業年限別でみると、専門課程の３年以上４年未満で

等・中等教育段階と専修学校及び各種学校につい

ては、東北３県（岩手県、宮城県、福島県）の学

校基本調査提出期限を６月２５日から１０月３０日まで

延長したため、今回の速報値には、上記３県の数

値は反映されていない（平成２４年２月公表予定の

確定値には反映。なお大学、短期大学、高等専門

学校については、上記３県のデータも速報値に反

映されている）。

　今回の調査で専修学校の学校数は、３,１１５校、

在籍者数は６１５,４１８人となった。

　また、今春の高等学校卒業者１,００８,４９２人に占め

る専修学校専門課程入学者の割合は１６.０％、大学

（学部）への進学率は４８.２％、短期大学（本科）

への進学率は５.８％、就職者の割合は１５.９％となっ

た。

　専修学校、各種学校関連の主な速報値は次のと

おり。

【専修学校】

◆学校数　全体では３,１１５校。

　都道府県別の学校数は、東京都４３１校、大阪府

２３８校、北海道１８０校、愛知県１７６校、福岡県１６８校

の順で多い。　　　

　課程別では、専門課程を置く学校は２,７２０校、

高等課程を置く学校は４４１校、一般課程を置く学

校は１８５校（課程併設校あり）。

◆学生・生徒数　全体では６１５,４１８人。

　課程別では、専門課程は５４６,５９０人、高等課程

は３７,７３６人、一般課程は３１,０９２人。

　分野別では、医療２０２,２０３人、文化・教養１３１,６４７
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１８５,６０１人、１年で２４,１５２人、２年以上３年未満で２８４,１３１

人、４年以上で４９,１９８人、１年以上２年未満で３,５０８人。

◆入学者数　全体で２９７,１５２人。

　専門課程は２５０,６０７人、このうち新規高卒者数は１７１,１６６

人、大学等の卒業者数は、２２,８０９人（内訳：大学卒業者

１７,８６４人、短大卒業者４,２５８人、高等専門学校卒業者６８７人）

で入学者全体に占める割合は９.１％。

　また、高等課程は１６,４８６人、このうち新規中学校卒業者

は８,０５２人。一般課程は３０,０５９人。

◆卒業者数　全体では２５２,４１９人。

　制度施行１３年目となる専門課程卒業者の大学への編入学

者数は１,９７８人。

◆教員数　本務教員数は３８,６９６人。

　本務教員１人に対する学生・生徒数は１２.４人。また、兼

務教員数は１０１,８００人。

【各種学校】

◆学校数　全体で１,３８３校。

　都道府県別の学校数は、東京都１６８校、愛知県１００校、兵

庫県９６校、三重県６１校の順で多い。

◆生徒数　全体で１２０,０６１人。

　都道府県別にみると、東京都２３,０２９人、愛知県１３,６８３人、

大阪府９,８５３人、兵庫県８,７４６人の順で多い。

　分野別では、その他分野（予備校・自動車操縦等）は

７９,８２４人、文化・教養は１５,１５２人、商業実務は１２,８９６人、医

療は７,６１４人、家政は３,６１２人、衛生は５７８人、教育・社会福

祉は１９５人、農業は１０５人、工業は８５人。
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東日本大震災にかかる義援金の御礼・送金報告
ならびに募集期間延期のお知らせ

　東日本大震災により被災されました地域の方々におかれ

ましては、衷心よりお見舞い申し上げます。

　また、この度、当会にて行わせていただきました義援金

の募集活動におきましては、会員校の皆様を中心に多大な

ご協力をいただき、深く御礼申し上げます。

　皆さまから賜りました温かいご厚意は、被災した専修学

校各種学校ならびに学生生徒にとりまして、大きな励みと

なることと存じます。

　全専各連では、中込会長・中島副会長が岩手県・宮城県・

福島県・茨城県を見舞うとともに、６月３０日までにお寄せ

いただきました義援金４２,６７２,０７３円（総件数１７６件）を、地

域の被災状況を勘案のうえ、７月１３日、以下のとおり送金

させていただきました。

　（社）岩手県専修学校各種学校連合会　　１０,６５０,０００円

　（社）宮城県専修学校各種学校連合会　　１４,２７２,０７３円

　（社）福島県専修学校各種学校連合会　　１０,６５０,０００円

　（社）茨城県専修学校各種学校連合会　　　７,１００,０００円

　※　配分方法：義援金総額のうち４２,６００,０００円を１２等分し、

岩手県３、宮城県４、福島県３、茨城県２の割合に

配分。残額７２,０７３円は宮城県に加算。

　なお、義援金の募集につきましては、都道府県協会等、

学校関係者等より締め切り期日の延期要請のお声をいただ

き、本年１２月３１日まで継続させていただくことといたしま

した。

　震災の復旧には、今後とも長い年月を要することと存じ

ますので、引き続き下記口座まで義援金のご送金を賜りま

すよう、改めましてお願い申し上げます。

【募集期間】１２月３１日まで

【お振込先】りそな銀行　市ヶ谷支店　普通預金１７２２５９０

【口座名】全専各連義援金口（ゼンセンカクレンギエンキ

ングチ）

　※　義援金の総額・総件数およびご協力をいただきまし

た皆さまのご芳名につきましては、銀行から連絡の

ありましたカタカナ表記にてホームページに順次掲

載させていただきます。匿名を希望なされる場合に

は、お手数ですが、全専各連事務局総務課までお電

話をお願いいたします。

７月８日、中込三郎全専各連会長（右）が（社）福島県専修学校
各種学校連合会を訪れ、岡部隆男福島県会長に義援金の目
録を手渡した。

７月１１日、中島利郎全専各連副会長（右）が（社）茨城県専修学
校各種学校連合会を訪れ、八文字敏宏茨城県会長に義援金
の目録を手渡した。

７月１２日、（社）宮城県専修学校各種学校連合会を訪問。目録
を受け取る橋本榮一宮城県会長（右）。

７月１２日、（社）岩手県専修学校各種学校連合会を訪問。目録
を受け取る龍澤正美岩手県会長（中央）。

心配な点は都道府県所管課等とご相談ください。

　本件に関わる通知等は全専各連ホームページにてご覧

いただけます。

　募集要項等に、３月３１日までに入学辞退の意思表明を

した者に授業料等を返還することを明記してあるか、不

適切な記載がないかも併せ、改めてご確認ください。ご

会員校の皆様へ
～３月３１日までに入学を辞退した者に対する授業料等の取扱いについて～
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　　※一般財団法人格を取得

　　〒１５１－００５３　東京都渋谷区代々木３－２０－６

　　家庭クラブ会館　１Ｆ

　　ＴＥＬ：０３．６３００．０２６３

　　ＦＡＸ：０３．６３８３．４０１８

　＜都道府県協会等代表者交代＞

　（社）福岡県専修学校各種学校協会

　　中村　　哲（中村調理製菓専門学校）

　＜団体名・住所変更＞

　○一般財団法人日本ファッション教育振興協会

＊瑞宝単光章

谷内　昭治（北海道・札幌幼児保育専門学校理事長）

＊黄綬褒章

井上　好弘（東京都・東京多摩調理製菓専門学校理事長）

＊藍綬褒章

吉田　松雄（北海道・吉田学園情報ビジネス専門学校理

事長）

花岡　清二（長野県・エプソン情報科学専門学校理事長）

　平成２３年度春の叙勲・褒章が次の方々に贈られました。

長年の努力と功績が認められた関係者のご芳名を掲載し、

心よりお祝い申し上げます。（敬称略）

＊瑞宝双光章

佐々木　健雄（東京都・東京綜合理容美容専門学校元校長）

平野　順一（岐阜県・大垣文化総合専門学校理事長）

鈴木　とし（静岡県・華星女子文化学院学院長）

久木田　隼人（鹿児島県・鹿児島鍼灸専門学校元校長）

������
財団法人専修学校教育振興会

http://www.sgec.or.jp

 J  検   http://jken.sgec.or.jp/

B 検   http://bken.sgec.or.jp/

　平成２３年６月１９日（日）に文部科学省後援・情報検定

（Ｊ検）情報活用試験（前期）が下記のとおり実施された。

受験状況・結果は次のとおり。

●ペーパー方式

　出願団体数 ９０団体

　会場数　  ８９会場

　３級 出願者数 １,５８７名

Ｊ検　情報検定　受験状況・結果

春の叙勲・褒章の受章者 心よりお祝い申し上げます

協会等新代表者選任・団体名変更・住所変更のお知らせ

 受験者数　　 １,５０７名

 合格者数　 １,３３７名

 合格率　 ８８.７％

　２級 出願者数　　 ３,１９７名

　　　　　　受験者数　　 ２,９７３名

　　　　　　合格者数　　 １,６７１名

　　　　　　合格率　　 ５６.２％

　今年も、７月から８月にかけて下記のブロック会議が開

催されました。詳細は、全専各連ホームページ「広報全専

各連プラスＷＥＢ」に掲載しています。

○近畿ブロック会議（７月１４日（木）兵庫県・神戸メリケ

ンパークオリエンタルホテル　参加者約１４０名）

○中国ブロック会議（７月１５日（金）広島県・ＡＮＡクラ

ウンプラザホテル広島　参加者約１５０名）

○九州ブロック会議（７月２８日（木）～２９日（金）佐賀

県・唐津シーサイドホテル　参加者約１６０名）

○北海道ブロック会議（８月２日（火）～３日（水）京王

プラザホテル札幌　参加者約１００名）

○四国ブロック会議（８月１９日（金）徳島県・徳島グラン

ヴィリオホテル　参加者約８０名）

○中部ブロック会議（８月２３日（火）～２４日（水）富山

県・ＡＮＡクラウンプラザホテル富山　参加者約１２０名）

○北関東信越ブロック会議（８月２９日（月）～３０日（火）

群馬県・福一　参加者約１６０名）

平成２３年度ブロック会議開催状況
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　１級 出願者数　 １,５９９名

　　　 受験者数　 １,４６１名

　　　 合格者数　　 ４８６名

　　 合格率　　 ３３.３％

●ＣＢＴ方式（平成２３年４月１日～平成２３年８月３１日）

出願団体数　　 ６３団体

出願者数　  ２,２３２名

情報活用試験　

　３級　　　出願者数　　 ７０９名

　　　　　　受験者数　　 ７０９名

　　　 合格者数　　 ５０６名

　　　 合格率　　 ７１.４％

　２級　 出願者数　　 １,１５１名

　　　 受験者数　 １,１５１名

　　　 合格者数　　 ７４０名

　　　 合格率　　 ６４.３％

　１級 出願者数　　　 ３７２名

　　　　　　受験者数　　 ３７２名

　　　　　　合格者数　　　 ２６６名

　　　 合格率　 ７１.５％

　平成２３年７月３日（日）に文部科学省後援第３０回ビジネ

ス能力検定（Ｂ検）が実施された。受験状況・結果は次の

とおり。

出願団体数  ２７６団体

会場数　　　　　　 ２４１会場

出願者総数　　　　 １４,７４１名

　３級 出願者数 １１,７１２名

　 受験者数　 １０,９１４名

　　 合格者数　　 ８,９５５名

　　 合格率　　 ８２.１％

　２級　 出願者数　 ３,０２９名

　　　 受験者数　 ２,７２７名

　　 合格者数　 １,１８８名

　　 合格率　　　 ４３.６％

Ｂ検　ビジネス能力検定　受験状況・結果

　６月２１日、東京都・アルカディア市ヶ谷を会場として専

教振第７３回評議員会・第１０５回理事会を開催。評議員会は正

副理事長・財務担当常務理事・監事同席のもと、委任状を

含めた出席者２０名、理事会は監事同席のもと、委任状を含

めた出席者２０名を得て開会。

　両会とも福田益和理事長が開会あいさつを述べた後、評

議員会では、平田眞一評議員が議長に就任、議事録署名人

に齋木寛治評議員と氏原憲二評議員を選出。理事会では、

福田理事長が議長に就任、議事録署名人に渡辺敏彦理事と

田中幸雄理事を選出。

【第１号議案　平成２２年度事業報告】

　配布資料をもとに事務局が、会議の開催、教員研修・研

究事業、出版事業、認定・表彰、保険事業、検定事業等、

各事業の活動と成果の報告を行った。両会ともに質疑応答

の後、出席者全員異議なく拍手承認。

【第２号議案　平成２２年度第２次補正予算】

【第３号議案　平成２２年度決算報告ならびに監査報告】

　両会とも第２号議案と第３号議案について一括審議を行

った。坪内孝満財務担当常務理事が概要を説明した後、事

務局が詳細を説明。続いて齋藤力夫監事が全て適正である

との監査報告を行った。両会ともに質疑応答の後、出席者

全員異議なく両議案を拍手承認。

【第４号議案　公益法人改革への対応】

　両会とも「最初の評議員選定委員会委員の選任」「一般財

団法人設立登記時の評議員候補者の選任」「一般財団法人設

立時の諸規定」について審議。また、評議員会では「一般

財団法人設立登記時の役員の選任」、理事会では「一般財

団法人移行申請時の理事長・副理事長・常務理事の選任」に

ついて審議。両会ともに特に質疑はなく、出席者全員異議

なく拍手承認。

【第５号議案　東日本大震災への対応】

　理事長が「５００万円の義援金を全国専修学校各種学校総

連合会の義援金口座に拠出する」ことを提案。両会におい

て出席者全員異議なく拍手承認。

　以上により両会とも全議案の審議、承認を確認し、閉会。

＜役員会・総会等＞

●都道府県協会等代表者会議

　平成２３年１１／３０（水）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全専各連第１１４回理事会

　平成２４年２／２３（木）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全国学校法人立専門学校協会理事会

　平成２４年２／２４（金）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

専教振　第７３回評議員会・第１０５回理事会を開催

平成２３～２４年度　年間予定日程
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●全専各連第６１回定例総会・第１１５回理事会

　平成２４年６／２５（月）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

●全国学校法人立専門学校協会定例総会・理事会

　平成２４年６／２６（火）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

＜その他会議＞

●平成２４年度事務担当者会議

　平成２４年４／２０（金）

　東京都・アルカディア市ヶ谷

＜平成２３年度ブロック会議＞

●東北ブロック会議

　平成２３年１０／１９（水）

　青森県青森市・青森国際ホテル

●南関東ブロック会議

　平成２３年１０／２１（金）

　神奈川県横浜市・横浜ロイヤルパークホテル

＜検定試験＞

●文部科学省後援・情報検定（Ｊ検）

　◇平成２３年度後期試験

　【情報活用】平成２３年１２／１１（日）

　【情報システム】平成２４年２／１２（日）

　◇ＣＢＴ試験

　【情報活用・情報システム・情報デザイン】

　実施期間：随時

　※情報デザインは、ＣＢＴ方式のみで実施。

●文部科学省後援・ビジネス能力検定（Ｂ検）

　◇第３１回【１級１次・２級・３級】

　　平成２３年１２／４（日）

＜研修会＞

●学校評価等研修会

　◇東京会場・東京ガーデンパレス

　　平成２３年１１／２１（月）

　◇大阪会場・大阪ガーデンパレス

　　平成２３年１２／２（金）

●キャリア教育技法研修会

　◇東京会場・東京ガーデンパレス

　　平成２３年１１／２２（火）

　◇大阪会場・大阪ガーデンパレス

　　平成２３年１２／１（木）

＜その他＞

●第６６回全国私立学校審議会連合会総会

　平成２３年１０／１３（木）～１４（金）

　愛媛県・松山全日空ホテル

●平成２３年度全国生涯学習ネットワークフォーラム（まな

びピア東京２０１１）

　平成２３年１１／５（土）～６（日）

　東京都・文部科学省他

　詳細は全専各連ホームページ【広報全専各連】→プラス

ＷＥＢよりご覧いただけます。

http://www.zensenkaku.gr.jp/koho/

■ブロック会議報告（近畿、中国、九州、北海道、四国、

中部、北関東信越）

■専門部会等総会

＜分野別専門部会総会＞

○公益社団法人全国経理教育協会定例総会

○全国語学ビジネス観光教育協会定例総会

○全国予備学校協議会定例総会

○特定非営利活動法人全国美術デザイン教育振興会定例総

会

○全国専門学校日語教育協会定例総会

○（社）全国珠算学校連盟定例総会

○一般社団法人全国専門学校情報教育協会定例総会

○全国専門学校リハビリテーション協会定例総会

■研修会・イベントなど

＜専教振主催研修会＞

○キャリア・サポーター養成講座

＜部会・関係団体等主催＞

○第２１回全国高等専修学校体育大会

○日本留学フェア（台湾・香港）

広報全専各連プラスＷＥＢ　掲載記事一覧

　今般の震災により被害を受けた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。

　日本政策金融公庫（国民生活事業）は、「国の教育ローン」につきまして、震災により被害を受けた皆さまに対して、

貸付利率の引下げなどの「災害特例措置」を実施しています。

　お問い合わせは、教育ローンコールセンター　０５７０－００８６５６（又は０３－５３２１－８６５６）

日本政策金融公庫（国の教育ローン）「災害特例措置」のご案内
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※第32回検定は平成24年7月1日（日）2,3級実施 

■第31回試験日／平成23年12月4日（日） 
■出願期間／9月1日（木）～10月18日（火） 
■実施級・受験料／1級（6,000円）・2級（3,800円）・3級（2,800円） 

CBT方式のみ�
　　詳細はＪ検HPを参照下さい。�

「基本スキル」、情報デザイン試験「初級」「上級」です。�

◇「併願受験」をサポートするプランも実施中です。�
　不合格、または欠席となった科目は1年間合格するまで何度でも受験できます。�
　（団体のみ対象。登録資格はwebにてご確認ください。）�

平成２３年度後期�

平成２３年度後期�

平成２４年２月１２日（日）�

平成２３年１２月１１日（日）�
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�．疾病補償型学生新補償制度
　傷害治療にともなう諸費用（治療実費、交通費、差額ベッド代等）や全疾病を２４時間補償し、学校の保証人に生じた疾
病を含む災害を補償することにより、複雑化した社会のニーズに対応できる内容です。

�．教職員新補償制度　Ｎｅｗ
　教職員新補償保険は、常勤職員および非常勤職員の業務従事中（国内外を問いません）のケガ、または特定疾病による
死亡、後遺障害、入院、通院について補償（通勤途上を含みます）する制度です。また、常勤・非常勤職員が業務を原因
として損害賠償を求められ、負担する損害に対し保険金をお支払いします。
　また、使用者賠償責任保険は、従業員の労働災害について、被災従業員もしくは遺族から損害賠償請求を受け、貴校が
負担する損害賠償金等をお支払いします。

�．リスク評価対応型火災保険　Ｎｅｗ
　一定規模の施設に対し物件調査をすることによるリスク評価割引等により当社比最大５０％の割引が適応可能となります。

認定事務局　株式会社　ジャパン・プロテクト・システムズ　� 　０１２０－３９６－３９０
　　　　　　大阪事務局：〒５４２－００１２　大阪市中央区谷町９丁目�－２２　ＮＫ谷町ビル
　　　　　　東京事務局：〒１０７－００５２　東京都港区赤坂４丁目８－２０　ＡＳＯビル４Ｆ

引受保険会社（保険についてのお問い合わせ）
エース損害保険株式会社　〒１５３－００６４　東京都目黒区下目黒１－８－１アルコタワー
　　　　　　　　　　　　Ｔｅｌ：０３－５７４０－０６００（代）　　［Ｌ１０１０８８３］
三井住友海上火災保険株式会社　堺支店堺第一支社　〒５９０－０９５２
　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府堺市堺区市之町東６－２－９　三井住友海上ビル４Ｆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔｅｌ：０７２－２２２－６３０１　ＦＡＸ：０７２－２２３－４４９７
日新火災海上保険株式会社　堺支店　〒５９０－００６３　大阪府堺市堺区中安井町３－２－１３
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔｅｌ：０７２－２３８－１９８５


